
三
鷹
市
文
化
財
講
演
会

「
多
摩
の
考
古
学
」

▽
２
月
26
日
a
午
後
２
時
〜
４

時
、
教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
で
。
講

師
は
立
正
大
学
文
学
部
教
授
・
品

川
歴
史
館
館
長
の
坂
誥
秀
一
さ

ん
。

▼
当
日
、直
接
会
場
へ
。先
着
90
人
。

e

生
涯
学
習
課
1
内
線
３
３

１
５三

鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館

市
民
特
別
枠
〜
3
月
１
日

か

ら
4
・
5
・
6
月
分
を
発
売
〜

◆
対
象
者

①
三
鷹
市
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

方
、②
三
鷹
市
に
在
勤
・
在
学
の
方

6

広報
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お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る

方
へ
　
確
定
申
告
に
必
要
な

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

◆
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除

お
む
つ
代
の
領
収
書
と
医

師
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
以
下

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
高

齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１
階
⑫
番

窓
口
）
で
配
布
し
て
い
る
確
認
書

で
医
師
の
証
明
書
の
代
用
が
で
き

ま
す
。
①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
、

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い

る
、
③
要
介
護
認
定
時
の
「
主
治

医
意
見
書
」
の
記
入
日
が
平
成
17

年
中
（
介
護
保
険
認
定
の
有
効
期

限
が
13
カ
月
以
上
の
も
の
は
前痛

風
と
聞
く
と
ま
ず
頭
に
浮
か

ん
で
く
る
の
は
お
酒
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
お
酒
を
飲
む
と
こ
の
よ
う
な

病
態
が
発
生
す
る
の
か
と
い
う
と
、

第
一
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
肝
臓
で
代

謝
さ
れ
る
過
程
で
、
プ
リ
ン
体
が

分
解
し
て
尿
酸
が
多
く
作
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
第
二
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
代
謝
に
際
し
て
付
随
的
に
乳
酸

が
増
加
し
、
そ
の
乳
酸
が
腎
臓
か

ら
の
尿
酸
の
排
泄
を
抑
制
す
る
た

め
、
尿
酸
値
が
上
昇
す
る
か
ら
で

す
。
第
三
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
の
プ

リ
ン
体
が
直
接
関
与
し
て
き
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
場
合
は
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
中
最
も
プ
リ
ン
体
の
多
く

含
ま
れ
て
い
る
ビ
ー
ル
に
限
定
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
人
に
禁
酒

を
指
示
し
て
も
、
ま
ず
守
ら
れ
る

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
痛

風
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

エ
タ
ノ
ー
ル
に
換
算
し
て
20
〜

25

ぐ
ら
い
を
一
日
の
飲
酒
量
の

許
容
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。
日
本

酒
な
ら
１
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら

ダ
ブ
ル
で
１
杯
、
ビ
ー
ル
な
ら

500

リ
ッ
ト
ル
で
す
。
た
だ
し
、

ビ
ー
ル
自
体
に
プ
リ
ン
体
が
多
い

の
で
、
も
う
少
し
減
量
し
た
ほ
う

が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
不
思
議
な
こ
と
に
、
ワ

イ
ン
を
飲
む
人
と
、
全
く
飲
ま
な

い
人
で
は
痛
風
の
発
症
率
に
差
が

な
い
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

原
因
は
不
明
と
の
こ
と
で
す
が
、

や
は
り
ワ
イ
ン
を
飲
む
場
合
は
、

正
装
を
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

を
気
に
し
な
が
ら
食
事
を
す
る
機

会
が
多
く
、
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
を

並
べ
て
飲
む
人
は
そ
う
い
な
い
た

め
で
は
な
い
か
と
私
自
身
は
考
え

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ワ
イ
ン
を

飲
む
場
合
も
、
グ
ラ
ス
で
２
杯
く

ら
い
ま
で
に
抑
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
の
遺
伝
子
研
究
の
結
果
、

日
本
人
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す

る
遺
伝
子
を
も
っ
て
い
る
人
が
、

欧
米
人
に
比
べ
て
少
な
く
、
酒
を

飲
め
な
い
人
が
多
い
と
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
日
本
の
痛
風
患
者

で
こ
の
遺
伝
子
を
調
べ
る
と
、
酒

に
強
い
人
が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ

が
出
て
い
ま
す
。
酒
を
飲
め
る
人

が
痛
風
に
な
り
や
す
い
と
言
い
換

え
る
こ
と
も
で
き
、
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
量
と
痛
風
は
濃
厚
な
関
係
に

あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い

て
の
み
話
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
だ
け
で
痛
風
に
な
ら
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
リ
ン
体
の

多
い
食
品
を
な
る
べ
く
減
ら
す
こ

と
、
肥
満
を
解
消
す
る
よ
う
な
生

活
習
慣
を
守
る
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

世
の
中
の
お
酒
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
人
々
の
参
考
と
な
り
ま
す
よ

う
。

e

三
鷹
市
医
師
会
1
47
―
２
１

５
５

ミ
リ

グ
ラ

ム

痛風とお酒

健康コラム

年
）
で
あ
り
、
寝
た
き
り
で
尿
失

禁
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
方
。

◆
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除
を
受

け
る
方

市
が
発
行
す
る
認
定
書

が
必
要
で
す
。
対
象
は
65
歳
以
上

で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
で
あ
り
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
。

く
わ
し
く
は
同
室
1
内
線
２

６
２
４
へ
。

高
齢
者
用
住
宅（
二
人
世
帯

向
き
）入
居
者
募
集（
4
月
以

降
入
居
）

◆
募
集
戸
数

三
鷹
駅
前
福
祉
住

宅
１
戸
（
下
連
雀
３
―
８
―
13
）

◆
住
宅
概
要

居
室
面
積
＝
約

57
・
２
平
方

、使
用
料
＝
月
額

３
万
２
千
300
円
〜
７
万
900
円(

所

得
額
に
よ
り
決
定)

、共
益
費
＝
月

額
４
千
400
円（
毎
年
改
定
の
予

定
）、２
Ｄ
Ｋ
、電
磁
調
理
器
使
用

◆
入
居
資
格

①
申
込
日
に
65
歳

以
上
で
、
同
居
す
る
60
歳
以
上
の

配
偶
者
ま
た
は
３
親
等
内
の
血

族
・
姻
族
に
よ
る
２
人
世
帯
で
、

自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と(

現
に
同
居
す
る
親

族
を
除
い
た
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん)

、
②
申
込
日
で
市
内
に
継
続

し
て
３
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ

と
、
③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
④
平

成
16
年
中
の
所
得
額
の
合
計
が
359

万
６
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▼
２
月
20
日
b
〜
27
日
b
（
必

着
）
に
、
所
定
の
申
込
書
に
記
入

し
、
高
齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１

階
⑬
番
窓
口
）
へ
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
む
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
２
５

高
齢
者
入
院
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す

市
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
70

歳
以
上
の
方
が
、
連
続
し
て
14
日

以
上
医
療
保
険
で
入
院
し
た
場
合

１
万
円
の
入
院
見
舞
金
を
支
給
し

メ
ー

ト
ル

ま
す
。
支
給
は
各
年
度
１
回
の
み

で
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
①
入
院
期
間
の
証
明
で
き
る
書

類
（
領
収
書
な
ど
）、
②
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
、
③
本
人
名
義

の
金
融
機
関
の
振
込
口
座
（
郵
便

局
を
除
く
）、
④
印
鑑
を
持
参
し

て
、
入
院
の
日
か
ら
１
年
以
内
に

高
齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１
階
⑬

番
窓
口
）
へ
申
し
込
む
。

e

同
室
1
内
線
２
６
２
７

三
鷹
市
高
齢
者
無
料
入
浴
券

の
期
限
は
3
月
15
日

で
す

平
成
17
年
度
の
高
齢
者
無
料
入

浴
券
を
お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
東
京
都
公
衆
浴
場
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
入
浴
券
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
２
７

三
鷹
市
医
師
会
の

無
料
難
病
検
診
・
療
養
相
談

対
象
は
全
身
の
だ
る
さ
、
手
の

こ
わ
ば
り
、関
節
の
痛
み
や
腫
れ

な
ど
、膠
原
系
難
病
で
お
悩
み
の

方
。

▽
３
月
４
日
g
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
、総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
２
月
22
日
d
ま
で
に
多
摩
府
中

（水）

保
健
所
地
域
保
健
第
２
係
1
042

―
362
―
２
３
３
４
へ
申
し
込
む
。

e

同
会
1
47
―
２
１
５
５

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
を
亡
く
し
た
遺
族
の
方
へ

遺
族
の
方
に
給
付
さ
れ
る
年
金

制
度
は
①
遺
族
基
礎
年
金
＝
一
緒

に
生
活
し
て
い
た
子
ま
た
は
子
の

い
る
妻
に
支
給
、
②
寡
婦
年
金
＝

10
年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
に

あ
っ
た
妻
に
支
給
、
③
死
亡
一
時

金
＝
国
民
年
金
の
保
険
料
を
３
年

以
上
納
め
た
人
が
、
何
の
年
金
も

受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
時
に
遺
族

に
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
1
56
―
１
４
１
１
・
三

鷹
市
市
民
課
1
内
線
２
３
９
４

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

精
神
保
健
相
談
　

▽
①
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
３
月

14
日
c
、
27
日
b
、
②
思
春
期

相
談
＝
３
月
15
日
d

、
③
ア
ル

コ
ー
ル
相
談
＝
３
月
13
日
b

、

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
。

▼
事
前
に
同
保
健
所
へ
電
話
で
申

し
込
む
。相
談
場
所
が
２
カ
所
に
分

か
れ
ま
す
の
で
、申
し
込
み
の
際
必

ず
場
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
要
予
約
）。

思
春
期
講
演
会「
ひ
き
こ
も
り

へ
の
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
」

▽
３
月
２
日
e
午
後
２
時
〜
４
時
、

同
保
健
所
で
。講
師
は
北
の
丸
ク
リ

ニ
ッ
ク
所
長
の
倉
本
英
彦
さ
ん
。

▼
２
月
27
日
b

ま
で
に
同
保
健

所
地
域
保
健
第
１
・
２
係
へ
申
し

込
む
。
先
着
50
人
。

精
神
保
健
福
祉
講
座

「
う
つ
病
の
理
解
と
対
応
」

▽
２
月
22
日
d

午
後
２
時
〜
４

時
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
講

師
は
都
立
多
摩
総
合
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
広
報
援
助
課
長
の
中

康
さ
ん
。

▼
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
1
46
―

３
２
５
４
へ
申
し
込
む
。

歯
科
衛
生
士

（
臨
時
職
員
若
干
名
）

◆
職
務
内
容

市
の
歯
科
保
健
事

業◆
応
募
資
格

経
験
３
年
以
上
の

有
資
格
者

◆
報
酬
な
ど

時
給
１
千
440
円
、

勤
務
日
数
な
ど
は
別
途
相
談

▼
２
月
28
日
c

ま
で
に
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
1
46
―
３
２
５
４

へ
申
し
込
む
。

社
会
福
祉
事
業
団
職
員

◆
募
集
職
種

①
看
護
職
（
若
干

名
）、
②
自
立
支
援
指
導
員
（
契

約
職
員
１
人
）、
③
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
（
登
録
職
員
若
干
名
）

◆
応
募
資
格

①
平
成
18
年
４
月
１

日
現
在
50
歳
未
満
で
、正
・
准
看
護

師
免
許
を
持
つ
方
、
②
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
45
歳
未
満
で
、
経
験
３

年
以
上
の
保
育
士
の
方
、
③
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
方

◆
勤
務
場
所

①
老
人
保
健
施
設

は
な
か
い
ど
う
（
牟
礼
６
―
12
―

30
）、
②
母
子
生
活
支
援
施
設
三

鷹
寮
（
上
連
雀
６
―
11
―
16
）、

③
市
内
の
高
齢
者
宅
な
ど

▼
必
要
書
類
な
ど
、
く
わ
し
く
は

同
事
業
団
1
44
―
５
２
１
１

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）・

http:
//www.m

itaka.or.jp

へ
。

HP

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

３
月
１
日
D

〜
７
日
C

声
か
け
よ
う
　
家
族
み
ん
な
で
「
火
の
用
心
」

※
予
防
運
動
週
間
中
は
消
防
団
に
よ
る
夜
間
巡

回
広
報
お
よ
び
警
戒
を
行
い
ま
す
。

e

防
災
課
1
内
線
２
２
８
４

三
鷹
短
歌
会
一
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

目
が
覚
め
て
部
屋
の
空
気
に
「
お
は
よ
う
」

と
言
へ
ば
魔
法
の
解
け
て
さ
は
や
か

小
林
　
澄
子

﹇
評
﹈
目
が
覚
め
て
も
夢
の
続
き
の
中
に

い
る
様
な
混
濁
し
た
意
識
。
そ
れ
を
魔

法
の
仕
業
と
見
て
い
る
の
は
面
白
い
発

想
。「
お
は
よ
う
」
は
、
朝
モ
ー
ド
へ

の
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
。

枯
芝
に
鶺
鴒
一
羽
下
り
立
ち
て
朝
の
冷
気

を
連
れ
て
歩
み
ぬ

神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
結
句
の
「
冷
気
を
連
れ
て
歩
み
ぬ
」

は
類
想
は
あ
ろ
う
が
、
庭
先
の
朝
の
冷

気
を
読
者
に
も
十
分
に
伝
え
て
い
る
。

千
両
も
万
両
の
実
も
色
づ
き
て
ド
ラ
マ
な

き
ま
ま
今
年
も
終
る

小
野
五
代
子

﹇
評
﹈「
ド
ラ
マ
な
き
ま
ま
」
に
は
、
平

凡
に
過
ぎ
去
っ
た
一
年
へ
の
不
満
が
ち

ょ
っ
ぴ
り
だ
が
垣
間
見
え
て
面
白
い
。

い
つ
し
か
に
娘
は
わ
れ
の
保
護
者
な
り
真

白
き
富
士
の
見
ゆ
る
八
階

高
木
文
代

（水）

障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立

に
よ
り
、
現
行
の
精
神
保
健
福

祉
法
に
よ
る
通
院
医
療
費
公
費

負
担
制
度
が
４
月
１
日
か
ら
身

体
障
が
い
者
の
更
正
医
療
な
ど

と
一
元
化
さ
れ
、
自
立
支
援
医

療
制
度
と
な
り
ま
す
。

精
神
障
が
い
者
の
方
で
通
院

医
療
費
公
費
負
担
制
度
を
利
用

し
て
い
る
方
に
は
東
京
都
か
ら

１
月
下
旬
に
申
請
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度（
自

立
支
援
医
療
）
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
必
ず
申
請
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
３
月
31
日
f
ま
で
に
申
請
書

と
必
要
書
類
を
地
域
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
⑮
番
窓
口
）
へ

提
出
す
る
。

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

方
や
く
わ
し
く
は
地
域
福
祉
課

1
内
線
２
６
１
７
へ
。

通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

﹇
評
﹈
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
娘
さ
ん

と
同
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
母
親
の
心

情
が
明
る
く
詠
わ
れ
て
い
る
。
上
の
句

と
下
の
句
の
心
理
的
な
繋
が
り
も
面
白

い
。

陽
の
当
た
る
場
所
よ
り
霜
の
と
け
ゆ
き
て

畠
の
青
菜
ぐ
ん
と
背
伸
び
す

棚
木
玲
子

﹇
評
﹈「
ぐ
ん
と
背
伸
び
す
」
が
よ
い
。

こ
の
感
覚
的
な
捉
え
方
が
、
一
首
を
立

体
感
の
あ
る
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。

霜
風
に
焼
け
赤
ら
み
し
檜
葉
垣
を
剪
り
と

と
の
へ
て
年
を
迎
ふ
る

八
島
靖
夫

﹇
評
﹈
檜
葉
垣
の
状
態
が
う
ま
く
表
現
さ

れ
て
い
る
。
余
計
な
こ
と
を
言
わ
ず
、

新
年
を
迎
え
る
気
持
ち
が
透
っ
て
い

る
。

亡
き
父
が
描
き
し
賀
状
の
な
つ
か
し
く
オ

ラ
ン
ダ
さ
ん
の
ひ
げ
が
ほ
ほ
笑
む横尾

え
り
子

﹇
評
﹈
顔
で
は
な
く
、「
ひ
げ
が
ほ
ほ
笑

む
」
と
は
言
い
得
て
妙
。
描
か
れ
て
い

る
オ
ラ
ン
ダ
さ
ん
表
情
が
浮
か
ん
で
き

て
楽
し
い
。

※
受
付
時
に
住
民
票
、
外
国
人

登
録
証
明
書
、
社
員
証
、
学
生
証

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
チ
ケ
ッ
ト

４
・
５
・
６

月
の
休
館
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

券
と
午
後
券
を
各
50
枚
、
合
計

100
枚
（
先
着
順
）。

※
休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日
、
５

月
８
日
b
〜
19
日
f

◆
料
金

大
人
１
千
円
、
中
高
生

700
円
、
小
学
生
400
円
、
幼
児

（
４
歳
以
上
）
100
円

◆
販
売
時
間
・
場
所

午
前
10
時

〜
午
後
６
時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

１
階
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
で

e

㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40

―
９
６
６
９


